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   プログラム 

会長講演

		 GID（性同一性障害）の方を地域と医療で支える
中山　浩（川崎市こども家庭センター）

理事長講演

		 学会活動報告「GID学会の現況」
中塚　幹也（GID（性同一性障害）学会理事長）

教育講演

		 GID以前と以後
三橋　順子（性社会文化史研究者・明治大学非常勤講師）

特別セッション　性的マイノリティの方への医療的支援の課題を聞く～川崎市のこれからをともに考えよう～

		 すべての人が安心して受診できる医療環境作りを目指して
吉田　絵理子（川崎協同病院総合診療科）　

シンポジウム1　自閉症スペクトラムとGID　ー自己概念の不確かさと性の同一性課題ー

S1-1	 ＧＩＤとＡＳＤ
小野　和哉（聖マリアンナ医科大学　神経精神医学教室）

S1-2	 ASDを有する当事者の支援
森井　智美（昭和大学精神医学講座・ちあきクリニック所属）

S1-3	 自己概念が不確かなセクシュアル・マイノリティ当事者に対する
		 ワークシートによる支援とその検討

土井　裕人（筑波大学人文社会系）
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シンポジウム2　こどものセクシャルマイノリティ

	S2-1	 医療現場からみた子どものセクシュアル・マイノリティ
吉川　真衣（大阪医科大学　総合医学講座　神経精神医学教室）

S2-2	 トランスジェンダー生徒交流会からの発信
土肥　いつき（トランスジェンダー生徒交流会世話人・大阪府立大学博士後期課程）

S2-3	 児童相談所で出会う子どものセクシュアルマイノリティ
上野　千穂（京都市第二児童福祉センター診療所）

S2-4	 性分化疾患の初期対応〜小児内分泌科医の観点で〜
石井　智弘（慶應義塾大学医学部小児科／慶應義塾大学病院性分化疾患センター）

S2-5	 互いを認め合うために〜性的マイノリティの子どもの人権〜
大野　恵美（川崎市教育委員会事務局総務部人権・共生教育担当）

地域企画ワークショップ

		 関東ジェンダー医療協議会の紹介
百澤　明（山梨大学医学部附属病院形成外科）

日本精神神経学科GID委員会からの特別報告

		 ホルモン療法の有効性評価のための観察研究結果について
舛森　直哉（札幌医科大学泌尿器科）

第21回研究大会優秀演題賞　受賞講演

		 性別違和を再考する―〈雰囲気〉として感受されるものとしての性
町田　奈緒士（京都大学大学院人間・環境学研究科／奈良女子大学文学部）

		 前頭部形態の男女差についての検討
大島　直也（山梨大学医学部附属病院形成外科）
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一般演題１　外科治療

1-1	 MTF性同一性障害者に対する顔面女性化手術の検討〜頬骨形成の重要性〜
大島　直也（杏林大学医学部形成外科・美容外科）

1-2	 MTF当事者に対する顔面女性化手術の検討〜下顎骨形成の重要性〜
大島　直也（杏林大学医学部形成外科・美容外科）

1-3	 当科におけるFTM性同一性障害者に対する乳房切除
		 －大きなあるいは下垂のある乳房に対する術式についての検討－

長坂　優香（山梨大学医学部附属病院形成外科）

1-4	 ＦＴＭ性同一性障害者に対する乳房切除術の満足度調査
栗田　大地（山梨大学医学部附属病院形成外科）

1-5	 一般病院の乳腺外科におけるGID診療体制
北村　薫（医療法人貝塚病院）

1-6	 男性から女性型性同一性障害症例の話声位とQOLを上昇させる甲状軟骨形成術4型
中村　一博（日本大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）

1-7	 乳房切除後ケロイドに対して手術および放射線治療を行った１例
櫻井　透（行徳総合病院形成外科／日本医科大学形成外科）

一般演題２　ホルモン療法

2-1	 男性ホルモン投与中に遺伝性乳癌卵巣癌症候群と診断され、
		 保険適用下でSRSを実施したトランス男性の一例

箕浦　祐子（北海道がんセンターがんゲノム医療センター）

2-2	 性同一性障害（GID-FTM）に対するテストステロン補充療法の有害事象と
		 治療期間の関連

富永　悠介（岡山大学病院泌尿器科）
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一般演題３　産婦人科

3-1	 GID症例における提供精子を用いた人工授精の成績
吉政　佑之（慶應義塾大学医学部産婦人科学教室）

一般演題４　精神科

4-1	 ホルモン療法を施行したMtXの思春期例を通じ、現ガイドラインにおける
		 治療開始要件や内容などの妥当性の検証

森　昭憲（富山県リハビリテーション病院・こども支援センター児童精神科）

4-2	 沖縄のGID医療の現状と行政の取り組みについて
宮島　英一（クリニックおもろまち）

4-3	 性自認に関する精神療法の有効性：システマティックレビュー
前田　翠（横浜市立市民病院神経精神科）

一般演題５　泌尿器科

5-1	 不適切な腟ダイレーションにより性器出血が継続したＭＴＦの2例
関口　由紀（女性医療クリニックLUNA ネクストステージ）

5-2	 地域におけるGID性同一性障害診療の現状と課題
松本　裕子（グッドライフ病院泌尿器科）

5-3	 FTMに認めた外陰部尖圭コンジローマの一例
市原　浩司（札幌中央病院泌尿器科）

5-4	 リズムに注目したホルモン療法について
松尾　かずな（名古屋大学大学院医学系研究科泌尿器科学）

一般演題６　教育・心理

6-1	 薬学学生の性の多様性に関する認知と彼らへの情報提供の効果
井關　敦子（岐阜大学医学部看護学科）
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6-2	 セクシュアルマイノリティの子供への対応意欲に関わる教員の個人内要因に	
		 関する研究

鈴木　杏南（女子栄養大学大学院）

6-3	 スカート、ズボン着用の先は
日野　由美（ウィズアス　私たちと共に性同一性障害（任意団体））

6-4	 新潟県における「性の多様性と人権」をテーマにした人権教育講演会の実践報告
若井　博幸（新潟県立柏崎総合高等学校）

6-5	 講義に映画視聴を加える介入が大学生の性的マイノリティへの態度に及ぼす影響
佐々木　新（川崎医療福祉大学医療福祉学部）

6-6	 中学生･高校生における性の多様性に関する知識とセクシュアルマイノリティへの意識
松田　紗季（菅公学生服株式会社開発本部学生工学研究所）

6-7	 アセクシャルであるFtMの「研究者」としてのキャリア形成に関する一事例
		 ―「性同一性障害」診断の前後を中心に―

朴　炫貞（成城大学教育イノベーションセンター IR推進室）

一般演題７　法律・支援

7-1	 ポスト「GID」時代のトランスジェンダー定義を展望する
佐倉　智美（作家／甲南大学非常勤講師／ NPO法人SEAN）

7-2	 トランスジェンダー生徒への学校対応と「人権基盤型アプローチ」
		 ―２つの事例から―

中西　祐貴（きんきトランス・ミーティング）

7-3	 人が性別のとおりに生きる権利と基底的平等の刑事収容施設及びいわゆる
		 特例法における適用について

本多　広高（本多法律事務所）

一般演題８　看護・保健

8-1	 学校における「性の多様性」に関する教育とライフプランを立てることへの支援の実態
藤本　さや（岡山大学病院看護部）
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8-2	 教員における性別違和感を持つ子どもと接する機会や対応への意識の推移：
		 2008年から12年間の質問紙調査から

川岡　穂花（岡山大学病院看護部）

8-3	 性別違和を有し、治療を継続する人のベネフィット・ファインディング
江口　のぞみ（埼玉県立大学保健医療福祉学部 看護学科精神看護学）

8-4	 トランスジェンダー当事者における家族へのカミングアウトの状況とメンタルヘルス
周　宇（岡山大学大学院保健学研究科）

8-5	 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大によるセクシュアル・マイノリティ
		 当事者の生活や心理状況への影響

江口　珠美（岡山大学大学院保健学研究科）

8-6	 トランス女性の性別表現：パス度向上のための支援ニーズ
古谷 ミチヨ（岡山大学大学院保健学研究）

一般演題９　基礎研究

9-1	 ゲノム解析による性別違和（性同一性障害）関連遺伝子の探索
仲地　ゆたか（熊本大学大学院生命科学研究部分子脳科学講座）


